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1   はじめに 

PF の蛋白質 X 線結晶構造解析ビームラインでは、

約 10%のビームタイムで結晶交換ロボット PAM [1]
を用いた実験が行われている（2009 年当時）。

SSRL カセットは 96 個のサンプルを格納することが

できるが、サンプルを入れるのに手間がかかる欠点

がある。一方、Uni-puck（図 1）は格納できるサン

プル数は 16 と少ないが、サンプルを入れやすいと

いう利点がある。そこでユーザーからの要望により、

Uni-puck の取扱いができるように PAM のソフトウ

ェアの改修を行っている。SPring-8 でも結晶交換ロ

ボット SPACE [2]が開発されているが、カセットお

よびピンの形状が PF のもの（図 2 左）とは異なっ

ていた。そのため、ユーザーの利便性のためにピン

とカセットの共通化が望まれている。さらに、本課

題では、ロボットを用いることで遠隔地からサンプ

ル交換を行うことができるようになるので、リモー

ト実験のテストも行う。 

2   実験 
SPring-8 で用いられているピンに金属性のベース

を取り付けたもの（図 2 右）を共通ピンとし、まず
共通ピンを PAM が取り扱えるかどうかのテストを
行うための装置を製作した。問題なく共通ピンの取
り扱いが可能だったので、次にそのピンを格納でき
る共通カセットを試作（図 3）し、実際に PF および
SPring-8 のビームラインでテストを行った。共通カ
セットの外形は Uni-puck と同じとすることで、容易
にテストが行えるようにした。まず、ピンの出し入
れのテストを行い、カセット内部の磁石の強さ、ピ
ンが入る穴の形状を試行錯誤的に決定した。 

3   結果および考察 
共通カセットは図 3 左のように Uni-puck と同じ使

い方ができる一方、図 3 右のように裏側が外れるよ

うになっており、SPring-8 ではこちら側を用いるこ

とで、両施設での共通化を実現した。PF と SPring-8
それぞれで実際に蛋白質結晶を用いた実験を行い、

問題なく構造解析を行えることを確認している。 

       
図 1: Uni-puck             図 2: PF (左)と SPring-8(右) 

で用いられているピン 
 

 
図 3: 試作した共通カセット 

 
本課題は 2008S2-001 でも並行して実験を行い、

リモート実験等については引き続いて 2011S2-005 で
実験を行った。それらの結果の一部は、文献[3]で発
表した。 
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